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自治会・支会事例集の発行にあたって  

 青 梅 市 内 に は 、平 成 ２ ９ 年 度 現 在 １ １ の 支 会 、１ ７ ０ の 自 治 会 が

あ り 、そ れ ぞ れ の 地 域 特 性 に あ っ た さ ま ざ ま な 活 動 を 展 開 し て い ま

す 。  

魅 力 あ る 自 治 会 ・ 支 会 活 動 を 事 例 集 と し て ま と め 、 活 発 に 取 り 組

ま れ て い る 自 治 会 活 動 を 広 く 市 民 の 皆 さ ん に お 知 ら せ す る こ と と し

ま し た 。  

 各 自 治 会 の 活 動 内 容 や 、地 域 の 安 心・安 全 の た め の 防 災 活 動 な ど

を 掲 載 し て い ま す の で 、 自 治 会 活 動 の 参 考 に ご 活 用 く だ さ い 。  

青 梅 市 ・ 青 梅 市 自 治 会 連 合 会  
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駒木町連合自治会 
駒木町連合自治会長 高 橋 正

駒木町連合自治会は、駒木町 1・2・3丁目の 3自治会 49組 533会員により構成され、専門部及
び協力団体合わせ 20団体と理事会で運営をしております。
各行事、準備会議等々を含め年 80回程各委員の方々の協力を得ている事、又自治会員の方々の

協力に感謝するとともに、皆様の協力無くしては運営することが叶わない事を実感しております。

では、今回「多摩川一万人清掃大会」に参加した模様をご紹介いたします。

青梅市内の多摩川全域を対象に、「多摩川 1万人清掃大会」が平成 29年 8月 6日（日）に実施され、駒木町もこ
のイベントに参加しました。駒木町の清掃担当地区は多摩川南岸の

釜ヶ淵公園、郷土博物館及び壽香寺下の河原です。

当日朝 8時、駒木町の皆さんおよそ 147名の方が駒木町 1丁目の運動
広場に集まり、見目 3丁目自治会長から清掃担当箇所、ゴミの集積場
等の実施要領についての説明を受け、続いて秋元環境美化推進委員長の

挨拶。最後に青梅市役所から支援に来て頂いた こども家庭部長の梅林

さんから「多摩川 1万人清掃大会」の取組みについてご挨拶をいただき、
のちに揃って清掃箇所に向かいました。

駒木町の清掃担当箇所を、１、2、３丁目の各丁目毎に分かれ、清掃箇所に到着、早速市から支給されたゴミ袋、

軍手を使って、ゴミの収集を行いました。今年は梅雨が早く開けたにもかかわらず、曇り空で雨も多い夏ですが河

原には水遊びを楽しむ観光客が大勢来ていました。その脇を足元に注意しながら、河原に落ちているゴミ、空き缶

等を拾い集め、30 分も河原を歩きながらごみを集めていると、自然に汗が噴き出てきます。熱中症に気を付け、

ペットボトルのお茶を飲み、河原の清掃を行いました。1時間もすると、足元にはゴミは見当たらなくなり大勢で

手分けすれば、思ったより早くきれいになるものだと感心させられます。これを見て、水遊びに来ていた観光客に

も、良い意味での注意喚起がされたならば良いなと思いました。観光客の中には外国の方もおり、清掃している様

子を興味深く見ていました。地域で協力して美観を保っていることが、少しでも理解されたのではないかな‥‥。 

河原の清掃は、柳淵橋付近から鮎美橋付近まで行いましたが、バーベ・キュウの跡も比較的少なく、ゴミも少な

目のようでした（環境意識の向上？）。ただ、煙草の吸い殻が目立ちました。収集されたゴミは郷土博物館前とバ

ス停「駒木野」付近の大協前の 2か所に、各々集められ、環境美化 

委員の方達によって、燃えるゴミ、燃えないゴミに選別されました。 

集積されたゴミは、1、2丁目グループと 3丁目グループ併せて、 

全部で 10袋程度となりました。 

昨年は１５，６袋でしたので、かなり少なかったようです。

‥‥天候の影響もあるのかな？‥‥

清掃風景
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子供みこし町内巡行 盆踊り大会
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大門第二自治会の活動事例

大門第二自治会  

自治会長 須田保宏

…①

 ①の写真は、ファミリーゴルフのスナップ写真です。ファミリーゴルフは

ゲートボールとともに当自治会の事業として取り込んでいるもので、毎週

火曜日と木曜日に計画的に実施しています。

…②

 ②の写真は、朝の青空教室で健康太極拳を行なっているスナップ写真です。

毎週、火曜日から金曜日まで、午前 7時から 7時 30 分まで、稲荷下児童公園で

行なっています。

 いずれも、当自治会の事業として計画されたもので、参加人数は少ないが、

双方ともに、５年以上継続実施されています。また、これらの活動が参加者の

心と体の健康維持に寄与していると確信しています。
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　第34回第３ブロック地区運動会大会　盛り上がった赤い軍団 　谷野自治会
好天に恵まれた秋の一日谷野チームは準優勝の喜びに沸きました。 　自治会長　増田　擴
運動会練習　9月10日、9月24日、10月1日 いずれも日曜日10時～11時30分
運動会の本来の目的である、優勝や勝つことが目的ではなく健康に良い体を動かす事、地域の輪作り、
を基本にして”練習会も本番も同じ〟をスローガンに、子供や老若男女あわせて毎回70余名の参加得て
地域自慢の自前の愛宕グランドに集まっての三日間にわたる練習会でした。

練習風景
練習では、夫々勝手なことを言い合いながら・・・、楽しい冗談の中にもなるほどな―、と感心したり

人の意見に啓発されながら、練習の内容も徐々に深めてゆく様な雰囲気での練習会でした。
メンバーの中には綱引きのプロ級のわざと理論を持った者もいて、”前の人との間隔はあまり広く空

けるな、綱は水平に一本の棒の様に一直線になる様に、空を見上げて引け〟等と、蘊蓄を披露する者
もいて日を追って競技の様に成って行く様でした。玉入れは、一度に10ヶ近くの球を拾い集めて篭を
めがけて投げ上げる人や、玉を拾っては選手の足元へ投げ返す役を受け持つ者等ほめたリけなしたり、
リレーではリオ五輪の四人の侍のバトン渡しをあーだこうだと言いながら、真似をしての練習でした
が、成果が本番に生かされるかどうか、ともあれ和気あいあいの和やかな練習会でした。

かくしてサーー・本番！
　10月8日の空は見事に晴れ渡り、第三支会第３ブロックの体育委員を中心とした、6月を皮切りの多
数回にわたる打合せ、前日からの準備作業等其の功に報いるかの様な運動会日和となった。
練習に参加の７０余名はもとより各種団体の会員を含めざっと200人を超える参加者はテントの内外

に溢れる運動会の目的に叶う盛況の中で開始された、我がチームはそれぞれの競技に積極果敢に挑
戦し何れも好成績を収めました。

さて対抗種目の戦績は
綱引き・・・２位 地の利を得られなかったの言い訳も！
ムカデ競走・・・３位 紐の結び方かねー
大縄跳び・・・２位 よくやった！
五色玉入れ・・・女１位 男４位 混合３位

練習では常に男がリードしていたのにね
地区大会役員対抗フラフープリレー・・・２位

練習中にフープ首吊りの様な試技も有り本番を懸念
してたけど結果オーライだった 天を仰いで

年代別リレー・・・A２位 B２位 運動会の花でした、熱狂でした
そして総合成績・・・見事☆準優勝☆でした
自治会館での反省祝賀会は大いに盛り上がりを以って楽しい一日が終了しました。

ばっちり
揃った８本の足

男女混合五色玉入れ・・目標は空ではないぞ・・

準優勝の栄に輝く

　　　でも２位でした
　　　年齢差６５歳

　　　青空のもと、見事走り抜けたABチーム
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今寺榎自治会事業の紹介 
2017年（H29年） 

今寺榎自治会は平成 28 年 4 月に旧今寺東自治会と旧今寺東第一自治会を統合して出来た新しい自治

会です。合併当時263軒の会員数で今寺地区では2番目に大きい自治会となりました。 

自治会行事は、旧東第一自治会も旧東自治会も大差はなくスムーズな移行が出来ました。 

大きな行事は、春の親睦バス旅行、今寺夏祭り(盆踊り)、3ブロックの運動会です。 

今年の親睦バス旅行は「横須賀・三浦港」で総勢45名の参加が

有りました。車中ではビンゴ大会、カラオケ、おみくじ等

のゲームで盛り上がり、また三崎港での海産物の買い物で 

はお土産を沢山買われた人もいて、大変満足されました。 

 今寺夏祭りは、今寺西自治会と共同で東京都の補助を受け、  

   盛大に行い、参加団体も7団体と地域を挙げてのお祭りです。  

「夏祭り」は地域とのコミュニケーションや自治会入会促進にも繋がりました。 

 運動会は、谷野自治会、木野下自治会、今寺榎･西自治会、4・5丁目自治会の4チームです。 

大勢の参加が有り、テント内では豚汁、飲物も振る舞われ会員の皆さんには大変満足されました。 

その他にも地元の神社(常盤樹神社)の行事にも参加を行い、会員相互の

親睦を図りました。 

今後は、会員や地域住民との交流の場を設け、安心/安全で明るい自治会

を作りたいと思います。また、新しい家が沢山出来ていますので、自治

会の入会促進を今以上に行い、地域の防犯、コミュニケーションを図り 

たいと思います。 

水中散歩と三笠公園 

三ブロック運動会 

各チーム、力の入った 

綱引きです 

今寺榎・西チーム 

第三支会 

今寺榎自治会 自治会長 中間義春 

今寺西自治会 自治会長 須田英雄 

「盆踊り」と大盛況の模擬店 
焼き鳥/焼きそば/かき氷 
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第４支会 和田町１、２丁目連合自治会

“赤ボッコ”を守る！
        連合自治会長 和田 敏信  会員数 ２８９世帯

 和田町が誇る景勝の地は、２ヶ所あります。 一つは、天狗岩と呼ばれる景勝の地。 一
つは、赤ボッコと呼ばれる景勝の地です。天狗岩は、明治初期に編纂された、皇国地誌、
日影和田村誌の中で『樹木鬱葱怪岩奇樹畳列トシテ奇観ヲナセリ』と紹介されています。
江戸時代後期には既に知られていた景勝の地ということがうかがい知れます。もう一つ
の景勝の地、赤ボッコと呼ばれる三等三角点のある場所は、ここ、１０年の間に、瞬く
間に、口コミやインタ―ネットなどを通して、広く知られるようになりました。「赤ボ
ッコ」という名称は、口伝によれば、大正１２（１９２３）年９月１日に起きた関東大
震災の強い揺れで、現在の三角点付近の表土が崩れ落ち、赤土が露出し、赤土の崖地が
地元から見えるようになったことから、そう呼ばれるようになった名称のようです。確
かに西側は山肌がえぐられています。その後、この西側の斜面は、和田町自治会が杉を
植林し管理する場所となりました。 平成２０年になり、和田町自治会は、和田町森林組
合の協力を得て、東京都の「花粉の少ない森づくり運動」の一環として、杉の木を伐採
し、山桜を植樹するに至りました。赤ボッコの景勝の地としての第一歩でした。杉が伐
採される以前は、北から西側にかけては、眺望はほとんど期待できず、わずかに東側の
東京方面が見えるくらいでした。杉が伐採されるまでは、赤ボッコは、三等三角点があ
る場所としては知られていましたが、眺望が効く場所となると圧倒的に天狗岩の方に人
々は足を向けていたようです。 杉伐採後の赤ボッコは、特に、西側から北側にかけて、
大岳山や川乗山を始めとした奥多摩の山々、奥武蔵の山並み、さらには、遠く日光連山
まで眺望が開かれるようになりました。その後、徐々に東側の広葉樹も森林組合の協力
によって一本、また、一本と伐採され、東側の眺望も開かれていきました。結果、関東
平野、その先に聳える筑波の峰、都心のビル群、新しくできたスカイツリ―も眺められ
るようになりました。 スカイツリ―が完成した時には、スカイツリ―が眺められる場所
として話題を呼びました。平成２７年には、森林組合の協力の下、ソメイヨシノ、ゲン
カイツツジの苗が植樹されました。平成２８年には、当時の自治会長手作りの案内板が
設置され、さらに周囲の景観が楽しめるようになりました。 
 現在、赤ボッコは、１月元日の初日の出、５月の新緑、１０月後半から１２月上旬に
かけての紅葉シ―ズンを中心にして、年間を通して多くの人々が訪れる場所となりまし
た。ブログなどに紹介されている、赤ボッコ登頂記録などを読みますと、低山ながら眺
望がすばらしいとの感想が目立ちます。和田町森林組合の協力の下、赤ボッコの現在の
形を造り、毎年、整備・管理してきた和田町連合自治会としては、このうえない喜びを
感じる時です。「長淵山ハイキングコ―ス」、「青梅！水と緑と梅の道」の一端を担う、
和田町赤ボッコという景勝の地は、地元、和田町の大切な観光資源であるとともに、青
梅市の新しい、大切な観光資源になりつつあります。現在、梅郷地区では、市の梅の里
再生計画に基づき、梅樹の植樹が進んでいます。 かっての梅の里が蘇り、紅白ジュ―タ
ンを敷いたかのような景観が、赤ボッコから俯瞰できることを夢見つつ、今年も森林組
合の協力の下、赤ボッコの整備・管理は続けられていきます。 

奥多摩の山並み 関東平野・筑波の峰

下刈り作業
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第５支会

忠 霊 塔 の 定 期 清 掃

第５支会長 宮 野 良 一

沢井市民センター西側に設置してある忠霊塔には、１５４柱の戦没者の銘板

とともに御霊が祀られています。

第５支会では、各団体と連携し、定期的に忠霊塔の清掃を行っています。

以前は、戦没者遺族会で清掃を行っていましたが、戦没者遺族の高齢化にと

もない、平成２７年度からは遺族会に加え、第５支会、元自治会長会および防

衛協会において定期的に清掃を行っています。

【各団体の実施月】

◆戦没者遺族会：１２月～６月

◆第 ５ 支 会：７・８・９月

◆元自治会長会：１０月

◆防 衛 協 会：１１月
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第５支会 二俣尾２丁目自治会 

防災広報と防災備蓄 

防災広報 

二俣尾２丁目自治会では、平成２８年度から 

「二丁目防災」という名前の防災広報を不定期 

の発行ですがＡ４両面刷りで発行を継続して 

います。 

Ｎo1は各家庭の日ごろの備え。一時集合場所。 

市の指定避難場所から「災害時の市民の動きと 

備蓄品一覧」 

N  Ｎo２は熊本地震と土砂災害から「情報収集、 

避難行動、避難の決断、土砂災害の特徴と前兆 

現象」 

No３は防災・危機管理アドバイザーの山村武 

彦さんの講演（阪神大震災、熊本地震、糸魚川 

大火から学んだこと）から「自助・近所・共助 

でつくる災害に強いまち」 

No４は平成２８年に東京都で発生した土砂災 

害。警戒区域。特別警戒区域の確認。土石流 

地すべり。がけ崩れ。災害に備える「災害 

発生例、警戒区域などの確認、避難・情報入手」 

防災備蓄

平成２４年３月に二俣尾２丁目自治会館玄関横に 

備蓄倉庫（1.5 坪）を自治会館に併設する形で設置 

しました。 

右の表のとおり「災害対策用品」「保存食食料」 

「衛生用品」など地元企業の協力を得て毎年購入し 

充実させ、災害に備えています。 
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沢井３丁目自治会
自治会長  宮野良一  世帯数  ８４世帯

（自治会敬老会）

沢井３丁目自治会では、毎年１１月３日文化の日に自治会主催の敬老会を行っています。

この事業は、既に３０年以上にわたって継続して実施されています。

事業は自治会内のカラオケグループが呼びかけて始まったものですが、多くの自治会員が

その事業に協力し、みんなで地域の高齢者に楽しんでいただいています。これからも大切に

続けていきたい事業です。

（敬老会参加団体）

参加団体等の状況は、当初カラオケグループ、お母さん方による踊りのグループ、演芸好

きなグループなどでした。現在は、カラオケグループが「美空会」に、演芸好きのグループ

はお芝居を上演する「一座」に発展しています。また、踊りのグループは無くなりましたが、

子供会が元気に参加するとともに日本舞踊の先生などが個人的に参加してくれます。

（招待者の状況）

自治会員である６７歳以上の方を招待者としています。招待者は皆さん大変楽しみにして

いますが、対象者９０人程度の内、高齢者施設や病院に入っている方、高齢で外出困難な方

を除く４０人弱の方が参加してくれます。

（敬老会プログラム）

平成２９年度プログラム

（午前の部）

若草子供会：踊り（虹の架かる明日へ、三四連ソーラン節、組体操「絆」）

福島長男：手品、美空会：カラオケ（６曲）

（午後の部）

河藤扇舞先生：日本舞踊（島田のブンブン）、美空会：カラオケ（３曲）

市川信明：カラオケ、良ちゃん一座：お芝居（歌舞伎十八番「助六」）

自治会敬老会
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盆 踊 り 大 会 

第六支会 小曾木 4 丁目自治会（８５世帯） 

当自治会では毎年７月の下旬に盆踊り大会を開催しています。 

梅雨の時期でもあり例年、天気に悩まされていましたが今年は晴天に恵まれ、また夕立

もなく絶好の盆踊り日和となりました。 

 13 時に自治会役員 30名と自治会外部団体の高齢者クラブ、ソフトボール部、インディ

アカ部、消防団からの応援十数名、当番隣組のご婦人方等 50 数名が集まり、櫓の組み立

て、テント 6張り設営、花掛け設営、ぼんぼり設置、模擬店など準備を行いました。猛

暑の中の作業ですが、毎年の事なので、皆手慣れた作業で無事に滞りなく進みました。 

 18 時より「盆踊り大会」が開始され、自治会傘下の隣組で構成された各大組、各団体、

子供会が順番に櫓に上がり、他の参加者は櫓の周りを輪になって踊ります。また、当自

治会の特別会員の特別養護老人ホームの入所者と付き添い職員の方々30余名参加され、

踊りの輪に入って楽しんでいただきました。 

 子どもたちには、事前に練習日をもうけ踊りの練習をしてもらいました。また、自治

会と消防団 OB 有志から打ち上げ花火が提供され、夏の夜空に花を咲かせ、子どもたちは

おおいに盛り上がりました。 

 模擬店では生ビール、焼き鳥、焼きそば、かき氷、ポップコーンを用意し、自治会員

の懇親の場として、盛会の内に終了する事が出来ました。 
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ふれあいの輪の広がりと連帯感を高めよう！

第７支会 成木５丁目自治会 会長 井上敏明

成木５丁目自治会もライフスタイルの変化から高齢化の現実はありますが、地域に暮ら

す人々は年齢に関係なく元気です。

自治会活動は毎月各種のイベントが行われており出られる人はほぼ全員参加で取り組ん

でいます。

特に、毎年夏に行う「薬師如来縁日祭」と１月の「どんど焼き」は健康を祈願しつつ地

域の交流の場として賑やかで楽しいイベントです。

「薬師如来縁日祭」は、ちょうどお盆の時期に開催します。ですから地域外で暮らす人

も家族で実家に帰って来たタイミングで子供連れで参加してくれるから賑やかです。会場

では、生ビールやかき氷、焼き鳥、鉄板焼き、やきそばなどプロ級の腕前の役員・自治会

員が腕を振るってくれます。隣接する５丁目児童遊園では子供向けのゲームなども行い小

さな子も楽しめる企画も行っています。

縁日祭の会場でもある５丁目児童遊園は毎月自治会員が清掃・手入れをしてきたことか

らきれいな芝生の公園になり地域外の親子連れもよく遊びに訪れます。地域の道路も自治

会員や５丁目地内にある採石会社の方が清掃を続けてくださっているためきれいに保たれ

ています。

今年は、従来の自治会館が老朽化したため４７年ぶりに自治会館の建替えを行っていま

す。自治会員はじめ地域関係者の永年に渡る努力と行政のご支援をいただき実現すること

ができました。関係の皆様に感謝申し上げます。成木地区は土砂災害、風水害、大雪によ

る孤立など常に自然災害の恐れと隣り合わせの地域です。この自治会館は災害時にも支援

活動や避難拠点として活用できるようにとの狙いと同時にバリアフリーに配慮した高齢者

でも使いやすい設計にしました。そして、普段の生活の一部として「ちょっとお茶する？」

というような気軽に立ち寄れる地域のコミュニティ活動拠点としてどんどん活用すること

で、ますます元気な地域にしていきたいと考えています。

薬師如来縁日祭の様子        新自治会館（建設中１１月２日現在の写真）
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「流しそうめんとスイカ割りを実施」

第九支会 新町２丁目自治会長 本橋 義雄

 ここ２年ほど、新町２丁目自治会では、

都の地域の底力発展事業助成金を受け、夏

休みを利用して「流しそうめんとスイカ割

り」を実施しております。

 天候に恵まれて実施できるだろうか、ま

た、地域の子ども達が参加してくれるだろ

うかと役員も気をもむところですが、平成

２９年度は快晴に恵まれ盛大に行うこと

ができました。

 自治会会員の加入を促進するという目

的を持っての行事ですが、事業終了後に、

１～２世帯の方が自治会に加入していた

だいているところです。

 さらに、参加される子どもさんの父母は３０歳代の方々が多く、私達役員や参加者同士との何気ない会話でコ

ミュニケ－ションを図っていることが、子ども達の日常生活に安定感を作り出す一つの契機となっているのでは

ないかと思っております。

 そして、参加した父母が「３０年後に地域活動

の主役になったとき」、また、参加された子ども達

が「次世代の若いパパ、ママになったとき」、自治

会の活動が「誰でも気軽に参加でき、地域とつな

がっているという安心感が得られるのだなあ－。」

と感じていただければ幸いと思っています。

 スイカ割りの後、子ども達の水鉄砲遊びでの笑

い顔が、真夏の日差しに輝くのを見ると、準備に

取り組んだ私達役員の疲れを軽減させてくれるひ

と時でもあります。

(平成２９年度参加者；役員を含め約１２０人) 

-20-



-21-



第10支会 河辺町2丁目自治会

残念ながら、開催時間には雨が降り始め、

南自治会館の中での盆踊り大会になりましたが

楽しく、地域友好を深める事が出来ました。

これからも、各自治会が協力し、地域を盛り上げて

納　涼　盆　踊　り　大　会　の　開　催

　　　会長　松本　吉弘

活きたいと思っています。

　　　役員会の開催、ポスター作成、４回の練習日、自治会未加入世帯への

　　　案内チラシの作成等、入念な準備をして取り組みました。

　　私達の地域では、自治会世帯の少ない自治会もあり行事によっては、合同で開催を実施しています。

　　　　　盆踊り大会は、河辺町１、２、３丁目と地域の３マンション自治会と合同で、近隣友好を図るべく

　　　　　河辺南自治会館で実施しています。今年は、東京都地域の底力発展事業助成金を申請し、尚一層の

地域交流、自治会加入促進を図るべく、計画を致しました。

地 域 友 好 活 動

【盆 踊 り 風 景】

櫓も残念そう

子供達が参加賞を手にして

焼そば、かき氷も
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第10支会 河辺町八丁目自治会
活動概要＆「東京都地域の底力再生・発展事業助成金制度」活用事例紹介

河辺町八丁目自治会
会長　加藤　久夫

＜活動概要＞
　河辺町八丁目は、市民の憩いの場として知られる『わかぐさ公園・野球場・市営プール』を囲む住宅地に位置し、
2大行事の一つの「納涼盆踊り大会」は7月に『わかぐさ公園』内広場の特設会場で、もう一つの「餅つき大会」は
12月に公園の南にある自治会館「若草会館」前の駐車場で、毎年それぞれ盛大に実施しています。
　この2大行事のほか、定期的に資源回収、防犯・防火パトロール、避難訓練、環境美化・植栽等の諸活動を、
子ども会や高齢者倶楽部と協力し合って取り組んでいます。自治会組織は、1年任期で輪番交代の組長（12名）
と、2年任期で選任される役員（37名）で構成され、子ども会育成会のメンバーが自治会の役員へ、自治会役員
が高齢者倶楽部のメンバーへと、ローテーション人事も行われています。
＜課題＞
　環境に恵まれたこの地に、当自治会が創立されたのは1972年（昭和47年）で、今年で45年目を迎えました。
この間に町内は宅地化に伴い多くの住民が増えましたが、必ずしも転入者＝自治会入会とはならず、加入率は
低迷したままです。更に近年では会員世帯の高齢単身化による退会者や、輪番で巡ってくる組長の任務からの
逃避による脱会者が増えつつあり、会員数は年々減少傾向を辿って今や200名のラインをかなり割り込む厳しい
状況にあります。
　会員数が減少して財政面が厳しくなりつつも、最低限の年間定例行事は維持しつつ毎年継続して伝承してい
く必要があります。ところが昨年の「納涼盆踊り大会」の決算では、過去の繰越金を食い潰し更に大幅赤字になっ
てしまいました。
＜助成金制度活用＞
そんな折に、お隣の新町一丁目自治会（第9支会）さんとの交流で、『東京都の地域の底力再生事業助成金制度
を積極的に活用して様々な器具備品等の購入資金に充てている』とのお話と貴重な助言を頂きました。
早速制度活用を決め、試しに12月の「餅つき大会」を対象事業に申請してみました。自治会単体での助成金は
20万円が上限で飲食費は対象外です。’旧式の鉄パイプ型テントは重くて怪我をしやすく組立が面倒だ！’との声
が以前からあったのでスマートワンタッチ方式の新型テントを購入（14万円）することにしました。東京都との申請から
認可迄の手続きは煩雑で面倒でしたが、得た助成金は効果的で、新型テントの評判も良く、満足のいくものでした。

　　　　　　　　　　　　　　（　購入したテント　↑）

それに続いて、今年7月実施の「納涼盆踊り大会」で再度助成金を申請し、二つ目の新型テントを購入しました。
今年の盆踊り大会では、模擬店を2つ（味噌こんにゃく、ﾊｲﾎﾞｰﾙ）増やし11店舗で来客増を目指しつつ、知恵と
工夫で無駄な出費を抑えながら助成金の助けを借りて、何とか赤字決算を回避することが出来ました。

　　　　　　　　　　　　　　（　購入したテント　↑）

　この東京都の助成金制度は、同一事業で2度申請できないので、来年以降はこの天の恵みは期待できません。
でも財政が厳しいからといって、ある時から急に事業を止めたり簡単に規模を縮小する訳にもいきません。
　自治会活動の財源確保には、会員からの会費収入と各種行事での寄付収入等を維持する以外に策はなく、
財源と同時に必要な人材の確保の面からも、諸事情による退会・脱会者の減員分を穴埋めすべく転入者への
自治会加入促進が必須となります。

日頃から市にお願いしている、行政窓口での転入者への’自治会加入勧誘水際大作戦’の徹底した展開に大
いに期待しつつ、自治会としても、日々地道に新規転入者への’お宅訪問’を続けていくつもりです。
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第１１支会 藤橋自治会連合会

盆踊り大会で新規自治会会員の勧誘を！ 
連合会副会長（藤橋西側自治会長） 木村秋雄

 我が藤橋自治会連合会では、毎年７月に杣保葛神社境内で恒例の盆踊り大会を実施してい

ます。今年は７月２２日に実施しましたが、お陰様で好天に恵まれ、例年になく盛り上がり

地域住民の絆を一層深めたところです。

しかしながら、盆踊り大会に参加してくださる踊り子・来賓・各役員等の皆様方は、子供

さん達を除いて毎年同じ顔ぶれであることに気が付いたのです。

昨今、各自治会では自治会会員減少を何とか食い止め、また新規会員の加入が喫緊のテー

マとなっています。当連合会でもこのテーマについて役員会議等で話し合いを数年前から実

施してきたところですが、なかなか会員減少を食い止め、また、新規の加入者が増えていな

いのが実態です。

そこで今年の盆踊り大会では、何とか自治会未加入世帯の皆さんも参加してもらい、その

結果、会員に加入してくれればとの思いで、大型の盆踊り大会ポスターを自治会掲示板以外

にも掲示し、また、大会本番では自治会役員の中から担当者を指定し、盆踊り大会に参加さ

れた自治会未加入者に対し、積極的に声をかけ接待等を実施しました。

最後に、我が連合会では、今後もあらゆる自治会活動を通じて地道に新規自治会会員の勧

誘及び会員減少に努めたいと思っています。
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